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第
一
節

寺
院
の
変
遷
と

概
況

仏
教
が
公
式
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
五
三
八
年

(
五
五
二
)
と
も
い
わ
れ
る
が
、
渡
来
人
の
間
で
は
信
仰
が
な
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。

菩
薩
の
四
仏
四
獣
鏡
な
ど
の

発
掘
か
ら
そ
れ
が
推
測
で
き
る
。

甲
斐
に
お
け
る
仏
教
の
端
緒
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
寺
本
廃
寺
(
春
日
居
町)

が
最
も
古
い
寺
跡
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
中
巨
摩
郡

敷
島
町
天
狗
沢
字
北
川
付
近
か
ら
、
大
量
の
平
瓦
、
丸
瓦
、
須
恵
器
な
ど
の
破
片
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
、

そ
の
様
式
が
三
国
時
代
(
六
七

六
以
前
)
の
新
羅
の
も
の
に
類
似
し
て
い
る
と
の
末
木
健
氏
の
報
告
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
古
寺
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
万
寿
森
古
墳
→

加
弁
那
塚
古
墳
な
ど
を
築
造
し
た
地
方
豪
族
か
、

そ
の
関
係
者
が
建
立
し
た
も
の
と
想
察
し
て
い
る
。

県
内
に
は
寺
本
廃
寺
や
国
分
寺
の
ほ
か
に
も
史
実
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
『
甲
斐
国
志
』
や
『
甲
斐
国
社
記
・
寺
記
』
か
ら

古
寺
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

万
福
寺
(
勝
沼
町
等
々
力
)
三
光
寺
(
勝
沼
町
菱
山
)
楽
音
寺
(
一
宮
町
塩

田)
東
漸
寺
(
須
玉
町
若
神
子
)

円
楽
寺
(
中
道
町
右
左
口
)
立
正

寺
(
勝
沼
町
休
息
)
大
善
寺
(
勝
沼
町
柏

尾)
西
念
寺
(
富
士
吉
田
市
)
長
谷
寺
(
春
日
居
町
鎮
目
)

瑜
伽
寺
(
八
代
町
永

井 )
雲
峰
寺
(
塩
山
市

裂
石
)
慈
観
寺
(
下
部
町
久
那
土
)
最
勝
寺
(
増
穂
町)

鷹
尾
寺
(
増
穂
町
)
西
光
寺
(
甲
西
町)

薬
王
寺
(
三
珠
町
)
長
谷
寺

(八
田
村)
七
日
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子
廃
寺
(
塩
山
市
)
白
雲
寺
(
市
川
大
門
町)

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
の
傾
向
と
し
て
、

東
八
代
郡
一
宮
町
か
ら
東
山
梨
郡
勝
沼
町
・
春
日
居
町
方
面
に
多
く
存
在
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は

国
庁
の
所
在
地
に
近
接
し
た
と
こ
ろ
で
、

豪
族
の
古
墳
築
造
か
ら
、

寺
院
創
建
へ
の
移
行
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

古
寺
創
建
に
は
、
行
基
と
弘
法
大
師
に
よ
る
と
い
う
伝
承
が
多
い
。
行
基
開
創
説
を
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
棟
別
銭
の
賦
課
を
有

利
に
進
め
る
大
善
寺
な
ど
の
あ
っ
た
こ
と
を
磯
貝
正
義
氏
き
は
『
山
梨
県
の
歴
史
』
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
。

行
基
は
、
百
済
系
の
帰
化
人
で
母
の
系
統
も
蕃
別
。
生
家
は
和
泉
国
の
地
方
の
裕
福
な
豪
族
で
あ
っ
た
。
行
基
を
指
導
者
と
す
る
宗
教

運
動
は
地
方
の
豪
族
か
ら
民
衆
の
心
ま
で
と
ら
え
た
。
行
基
は
高
度
な
技
術
を
持
つ
文
化
集
団
を
率
い
て
、

社
会
的
事
業
を
広
く

進
め

た
。
行
基
開
創
説
を
持
つ
古
寺
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
行
基
の
弟
子
た
ち
の
手
で
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

古
寺
で
も
国
分
寺
な
ど
の
官
寺
は
、
大
陸
様
式
で
国
の
権
威
を
象
徴
し
、
豪
壮
に
造
立
さ
れ
た
が
、
私
寺
で
あ
っ
た
大
積
寺
(
一
宮

町) ・
雲
峰
寺
(
一
宮
町) ・

円
楽
寺
(
中
道
町
)
な
ど
は
、
規
模
も
小
さ
く
雑
然
と
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

寺
院
を
「
山
梨
県
宗
教
法
人
名
簿
」
で
み
て
い
く
と
、

寺
院
数
は
一
千
四
百
五
十
六
寺
で
、
多
い
順
に
掲
げ
て
み
る
。
一
位
は
曹
洞
宗

で
五
百
十
一
、
二
位
は
日
蓮
宗
三
百
九
十
四
、
三
位
臨
済
宗
妙
心
寺
派
百
五
十
六
、
四
位
浄
土
宗
八
十
六
、
五
位
臨
済
宗
建
長
寺
派
五
十

六
、
五
位
曹
洞
宗
向
岳
寺
派
五
十
六
、
五
位
臨
済
宗
南
禅
寺
派
五
十
六
、
七
位
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
三
十
六
、
八
位
浄
土
真
宗
大
谷

派三

十
五
、
九
位
真
言
宗
智
山
派
三
十

五、
十
位
高
野
真
言
宗
二
十
七
、
十
一
位
真
言
宗
醍
醐
派
二
十
で
あ
る
。
以
下
略
。

南
都
留
郡
も
臨
済
宗
妙
心
寺
派
が
十
一
ヵ

寺、
曹
洞
宗
六

ヵ
寺
で
禅
宗
系
が
多
く
、

県
内
全
般
と
や
や
似
た
傾
向
に
あ
る
。
な
お
都
留

市
、
富
士
吉
田
市
も
同
様
の
状
況
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
村
の
通
玄
寺
は
も
と
は
天
台
宗
だ
っ
た
。
天
台
宗
は
県
内
に
現
在
六
ヵ
寺
し
か
な
く
、
光
福
寺
(
山
梨
市
東
後
屋
敷)

宝
寿
院

(
大
月

市
猿
橋
町
)
宝
寿
院

(三
富
村
柚
木
)
不
動
寺
(
勝
沼
町
)
東
円
寺
(
南
都
留
郡
忍
野

村)
法
性
寺
(
北
都
留
郡
上
野
原

町)
な
ど
で
あ
る
。
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天
台
宗
は
鑑
真
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
が
、
は
じ
め
は
振
る
わ
ず
、
慈
覚
・
智
証
と
続
い
て
宗
風
を
あ
げ
、
真
言
と
と
も
に
平
安
仏
教
の

中
心
に
な
る
。
県
内
で
は
、
廃
平
塩

寺、
大
蔵
経
寺
(
石
和
町
松
本)

後
に
真
言
宗
に
観
音
寺
(
石
和
町
市

部)
広
済
寺
(
八
代
町
奈
良

原
)

月
江
寺
(
富
士
吉
田

市)
は
称
光
院
と
い
っ
て
浅
間
明
神
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
が
、

観
音
寺
・
広
済
寺
と
と
も
に
臨
済
宗
に
改
宗
し
た
。

さ
ら
に
光
沢
寺

(
甲
府
市
)
三
光
寺
(
勝
沼
町
菱
山)

超
願
寺
(
一
宮
町
塩
田
)
浄
泉
寺
(
都
留
市
禾
生
)
福
正
寺
(
塩
山
市
)
な
ど
は
真
宗
に

な
っ
た
。
ま
た
、
無
辺
寺
(
大
月
市
)
は
浄
土
宗
に
転
じ
て
い
る
。

天
台
宗
は
伝
教
後
間
も
な
く
、

山
門
(
叡

山
)、

寺
門
(
園
城

寺)
の
両
派
に
分
か
れ
、
そ
れ
に
室
町
時
代
に
な
る
と
真
盛
派
が
分

派
す

る
な
ど
の
動
向
に
加
え
、
新
派
で
あ
る
鎌
倉
仏
教
、
法
然
の
浄
土

宗、
親
鸞
の
浄
土
真
宗
、
栄
西
の
臨
済

宗 、
道
元
の
曹
洞
宗、

日
蓮
の

法
華
宗
が
興
っ
て
き
た
こ
と
で
、

勢
力
が
弱
め
ら

れ
て
き
て
い
る
。

通
玄
寺
は
天
台
宗
か
ら
臨
済
宗
に
改
宗
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
臨
済
宗
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。

臨
済
宗
は
、
中
国
唐
代
の
高
僧
、
臨
済
義
玄
を
開
祖
と
す
る
禅
宗
の
一
宗
派
で
あ
る
。
日
本
へ
臨
済
禅
を
伝
え
、
日
本
臨
済
宗
の
開
祖

に
な
っ
た
の
は
、

栄
西
で
あ
る
。
栄
西
は
比
叡
山
で
天
台
宗
を
学
び
入
宋
し
て
天
台
山
で
修
行
し
帰
国
後
、

建
仁
寺
の
開
山
に
迎
え
ら
れ

る
。こ
の
宗
派
の
特
徴
は
、

人
間
に
生
ま
れ
そ
な
わ
っ
て
い
る
仏
性
を
修
行
(
坐
禅
)
に
よ
っ
て
見
出
し
、

日
常
の
現
実
生
活
の
な
か
に

自

己
の
宗
教
的
人
格
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
、

労
働
(
作

務)
を

尊
び
、

坐
禅
を
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と

い
わ
れ
る
。

本
尊
は
釈
迦
牟
尼
仏
を
大
思
教
主
と
仰
ぎ
、
そ
の
因
縁
に
よ
っ
て
、

釈
迦
如
来
・
薬
師
如
来
・
大
日
如
来
・
観
音
菩
薩
な
ど
を
安
置
す

る
寺
が
多
い
。

蘭
渓
道
隆
は
、

時
頼
の
帰
依
を
う
け
鎌
倉
に
建
長
寺
を

開
く
。
そ
の
後
弘
安
元
年
に
甲
州
に
入
り
、

東
光
寺
(
甲
府

市
)、

大
草
に
永
岳

寺
を
創
建
し
た
。
道
隆
の
弟
子
寿
三
は
広
教
寺
(
都
留

市)
を
開
創
。
そ
の
門
下
の
閔
悟
は
宝
珠
寺
(
上
野
原
西

原
)、

宝
生
寺
(
小
菅

村
)
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を
造
立
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
月
窓
に
よ
っ
て
瑞
光
寺

(
上
野
原
町
桐
原)
も
建
立
さ
れ
て
い
る
。
貞
和
四
年
業
海
本
浄
は
天
目
山
に
棲
雲

寺
、
能
成
寺
(
甲
府
市
)
を
創
し
、
業
海
本
浄
の
嗣
法
無
二
之
元
に
よ
っ
て
、
慈
雲
寺
(
御
坂
町 )

が
開
創
さ
れ
た
。

無
学
祖
元
の
法
系
か
ら
夢
窓
疎
石

、が
二
階
堂
道
蘊
の
要
請
に
よ
り
恵
林
寺
(
塩
山
市
)
を
開
い
た
。
ま
た
、
足
利
尊
氏
に
よ
っ
て
清
白

寺
(
山
梨
市
後
屋
敷
)
が
開
か
れ
夢
窓
が
開
山
に
な
る
。
な
お
、

永
泰
寺
(
上
九
一
色
村
古

関)
長
浜
に
東
光
寺
、
大
井
古
長
禅
寺
も
再
興
し

て
い
る
。
夢
窓
の
弟
子
月
舟
周
勲
は
法
泉
寺
(
甲
府
市
)
長
松
寺
(
甲
府

市)
そ
れ
に
法
孫
竺
峰
は
積
翠
寺
を
再
興
し
て
い
る
。

恵
光
大
円
禅
師
と
い
わ
れ
る
抜
隊
得
勝
は
、
武
田
信
成
の
請
に
よ
っ
て
向
岳
寺
(
塩
山
市
)
を
開
い
て
向
岳
寺
派
の
祖
と
な
っ
た
。
ま

た
、

抜
隊
得
勝

は
、
慈
徳
院
(
塩
山
市
千
野
)
を
営
み
、
そ
の
弟
子
絶
学
祖
能
禅
師
は
、
月
光
寺
(
富
士
吉
田
市
)、

花
井
寺
(
大
月
市
七

保)
を

再
興
し
た
。
抜
隊
の
法
系
虎
渓
道
竜
は、

康
応
年
中
に
広
済
寺
(
八
代
町
)
の
開
山
に
な
る
。
同
じ
く
法
系
か
ら
道
雲
が
出
て
聖
応
寺
(
境

川
村
)
を
開
創
し
、

瑜
伽
寺
(
八
代
町
永
井
)
も
再
興
し
て
い
る
。

第
二
節

村
内
の
寺
院

成
沢
山
通
玄
寺

鳴
沢
村
二
五
一

住
職

伊
賀
上
明
教

宗
派

臨
済
宗
妙
心
寺
派

本
尊

薬
師
如
来

開
山

絶
学
祖
能
禅
師

慶
応
四
年
の
『
社
記
・
寺
記
』
に
よ
る
と
、
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京
都
花
園
妙
心
寺
末

都
留
郡
下
吉
田
村
月
江
寺
派
下

寺
内
山
林
共
除
地

三
斗
八
升
三

合

本
仏尊

薬
師
如
来

丈
五
寸
二
而
坐
像
二

御
座
候

本
堂

七
間
半

五
間
半

庫
裡

八
間
半

拾
壱
間

観
音
堂

三
間

四
間

鎮
守

天
満
宮

六
尺
四
方

寺
伝
に
よ
る
と
元
和
二
年
(
一
六
一
六
)
の
大
火
で
古
記
録
を
焼
失
し
た
た
め
に
、
由

緒
は
不
詳
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
往
古
は
天
台
宗
で
成
沢
坊
と
称
し
、

富
士
七
坊
の

一
つ
だ
っ
た
と
い
う
。
文
明
元
年
(
一
四
六
九
)
に
閑
公
書
記
禅
師
が
信
徒
と
諮
り
禅
宗

に
改
め
、

成
沢
山
通
玄
寺
に
し
た
。

享
保
四
年
(
一
七
一
九
)
に
、

今
の
地
に
伽
藍
を

建
立
し
、

本
尊
薬
師
如
来
で
脇
士
日
光
月
光
菩
薩
、

開
山
と
し
て
絶
学
祖
能
禅
師
を
勧

招
す
、
と
あ
る
。

開
山
を
絶
学
祖
能
禅 単
師
と
し
て
い
る
が
、
『
甲
斐
国
志
』
で
は
、
開
山
不
」
詳

うラ
と
し

て
い
る
。

絶
学
祖
能
禅
師
は
、

塩
山
向
岳
寺
の
開
祖
抜
隊
禅
師
の
法
孫
で
、

当
都
留
郡
に
き

て
、
下
和
田
村
の
花
井
寺
を
再
建
し
、

上
吉
田
に
於
て
、

祥
春
庵
を
建
立
し
、

毎
年
富



士
登
山
の
六
・
七
月
の
頃
に
、

道
路
に
出
て
、
富
士
山
詣
の
導
者
に
勧
進
し
た
。
多
く
の
協
力
者
の
助
力
を
得
て
寺
を
建
立
し
、

月
江
庵

と
号
し
た
。
月
江
庵
は
、
向
岳
寺
に
属
し
た
。
絶
学
禅
師
は
応
永
三
十
五
年

(
一
四
二
八
)
に
没
し
た
。

禅
師
は
、
絶
学
祖
能
禅
師
と

呼
ぶ
の
が
正
式
で
、

墓
は
月
江
寺
に
あ
る
と
『
甲
斐
国
志
』
は
記
し
て
い
る
。

寺
伝
で
い
う
開
山
が
絶
学
禅
師
で
あ
る
と
す
る
と
、

本
寺
も
月
江
庵
と
同
じ
よ
う
に
、

向
岳
寺
派
に
属
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

歴
代
一
世
閑
公
書
記
禅
師
が
い
た
り
、
準
開
山
完
領
智
徹
の
存
在
か
ら
見
る
と
、

絶
学
祖
能
禅
師
の
開
山
に
つ
い
て

は
、

名
目
上
の
開
山

か
、

事
実
上
の
開
山
か
今
後
の
課
題
で
あ
る

。

本
寺
の
観
音
堂
の
「
千
匹
馬
」

は
、

観
音
堂
(
三

間
×
四

間)
の
内
外
を
飾
っ
た
大
作
で
、

極
彩
色
を
施
し
た
駿
馬
の
百
相
千
態
は
、

非
凡
な
逸
作
で
あ
る
。
こ
の

「
千
匹
馬
」
は
、
氷
堂
春
信
(
六
郷
町
)
の
作
品
で
あ
る
。
氷
堂
は
一
年
あ
ま
り
本
村
に
滞
在
し
て
完
成
さ

せ
た
。

氷
堂
は
、
津
向
の
文
吉
の
子
で
、
書
・
画
な
ど
す
こ
ぶ
る
多
才
で
、
南
部
町
本
郷
寺
本
堂
の
天
井
画
の
「
竜
」
な
ど
の
傑
作
が
あ
る
。

「
千
匹
馬
」
に
は
、

明
治
二
十
二

年
、

西
八
代
郡
鴨
狩
津
向
村
宮
沢
栄
吉
氷
堂
」
と
明
記
し
て
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
通
玄
寺
年
表
を
掲
げ
て
み
る
と

。

延
暦
二
四
(

八
〇

五
)
天
台
宗
開
宗
・
伝
教
大

師、
最
澄
、

薬
師
如

文
明

元
(
一
四
六
三
)

禅
宗
に
改
宗
。
暦
代
一
世
再
興
閑
公
書
記
禅

来
を
本
尊
と
す
る
。

師
。

貞
観

六
(

八
六
四
)
富
士
山
大
噴
火
。

元
和

二
(
一
六
一
六
)
鳴
沢
大
火
。
堂
屋
什
宝
焼
失
す
る
。

鳴
沢
坊
建
立
、
四
天
王
寺
別
院

宝
永

二
(
一
七
〇

五
)
通
玄
寺
よ
り
忍
野
承
天
寺
へ
住
職
祖
昌
入
山

建
久

二
(
一
一
九
一
)

鳴
沢
阿
闍
梨
良
山
源
義
経
を
三
島
に
案
内
す

す
る
。

る

e。

b

享
保

四
(
一
七
一
九
)
禅
室
落
成
。

正
長

元
(
一
四
二

八
)

開
山
絶
学
祖
能
禅
師
遷
化
。

延
享

二
(
一
七
四
五
)

泰
樹
祖
桂
住
職
。
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寛
延

二
(
一
七
四
九
)
準
開
山
完
領
智
徹
住
職
。

文
政

五
(
一
八
二
二
)
桃
雲
楚
隆
和
尚
遷
化
。

宝
暦

元
(
一
七
五
一
)
泰
樹
祖
桂
和
尚
遷
化
。

六
(
一
八
二
三
)
小
立
常
在
寺
入
仏
式
に
て
開
眼
見
舞
い
。

安
永

四
(
一
七
七

五
)

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
納
め
初
め
る
。

七
(
一
七
二
三
)
桃
雲
楚
隆
和
尚
三
回
忌
。
本
年
よ
り
本
堂
造

天
明

六
(
一
七
八
六
)

養
得
院
・
乗
證
院
よ
り
観
音
堂
祭
礼
使
用
緞

作
金
集
め
る
。

子
奉
納
。

九
(
一
八
二
六
)
本
堂
造
作
は
じ
ま
る
。

寛
政

三
(
一
七
九
一
)

桃
雲
楚
隆
住

職
。

"
十
(
一
八
二

七
)
庫
裏
畳
表
替
え
。

-

七
(
一
七
九
五
)
完
領
智
徹
和
尚
遷
化
(
檀
家
数
百
四
十
六

一
二

(
一
八
二

九
)
物
置
屋
根
替
え
。
本
堂
畳
替
え
。

軒
)
。

天
保

元
(
一
八
三
〇
)
小
立
常
在
寺
五
百
五
十
年
忌
見
舞
金
二
朱
。

寛
政
一
一
(
一
八
〇
〇
)
十
二
月
十
八
日
百
番
奉
納
観
世
音
菩
薩
の
ぼ

四
(
一
八
三
三
)
隠
居
屋
根
替
え
。

り
二
本
。

七
(
一
七
三

六
)
鳴
沢
大
火
見
舞
金
七
百
文
。

享
和

元
(
一
八
〇

一)
本
堂
屋
根
替
え
。
一
軒
三
百
二
十
二
文

。
九
(
一
八
三
八
)
十
一
月
、
薬
師
如
来
厨
子
共
購
入
金
九
貫
二

文
化

五
(
一
八
〇
八
)
百
番
之
外
馬
頭
観
世
音
之
尊
像
一
躰
成
沢

馬
分
。
十
二
月
、
月
江
寺
火
事
見
舞
い
。

喰
講
中
奉
納
。

一
二
(
一
八
四
一
)

庫
裏
棟
と
り
、
鳴
沢
村
六
貫
百
十
三

文
。
大

七
(
一
八
一
〇
)
四
月
客
殿
さ
し
が
や
入
用
二
朱
銀
と
三
貫
五

和
田
村
四
貫
百
十
七
文
。
小
海
村
二
百
九
十

百
二
十
八
文
。
畳
替
え
に
つ
き
ご
ざ
一
枚
百

二
文
。
西
海
村
百
三
十
文
。

七
十
九
文
。
一
月
十
七
日
吉
祥
寺
香
代
見
舞

グ
一
四
(
一
八
四
三
)
恐
山
智
謀
住
職
。

い
。
八
月
都
留
市
夏
狩
長
慶
寺
火
事
見

舞
。

嘉
永

二
(
一
八
四
九
)
観
音
堂
修
復
勧
化
。

os

一
三

(
一
八
一
六)

庫
裏
屋
根
替
え
。

er

五
(
一
八

二
)

保
山
宣
秀
和
尚
遷
化
、
九
月
六
日。

開
山
石

er
H

五

ク
一
四
(
一
八
一
七
)

隠
居
屋
破
損
官
位
金
集
め
。
総
檀
家
数
百
七

塔
建
立
。

十
。
鳴
沢
村
永
三
十
五
貫
百
八
十
文
。
大
田

安
政

四
(
一
八
五
七
)
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
八
十
二
巻
。
一
巻
に
つ

和
村
永
二
十
五
貫
九
百
九
十
七
文
。
小
海
村

き
六
文
目
ず
つ
。

金
八
貫
十
二
文
。

一
貫
九
百
十
一
文
西
の
海
一
貫
九
百
十
一

文
久

二
(
一
八
六
二
)

庫
裏
屋
根
替
え
。

文
。
保
山
宣
秀
住

職
。

三
(
一
八
六
三
)
百
万
遍
の
数
珠
(
大
田
和
阿
弥
陀
堂
)
恐
山
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和
尚
銘
あ
り
。

"

w

二
九
(
一
九
五
四
)
保
山
宜
秀
和
尚
百
年
忌
徒
弟
明
教
得
度
式
。

明
治

四
(
一
八
七
一
)
恐
山
智
諶
和
尚
遷
化
。
七
月

昭
和
四
三
(
一
九
六
八
)
初
穂
料
を
現
金
に
て
集
金
す
る
。
本
堂
水
引

一
一
(
一
八
七
八
)
隱
居
屋
売
却
七
円
九
十

銭
。

戸
張
を
恩
賜
林
借
地
権
利
金
(
坪
二
十
四

ク

一
二
(
一
八
七
九
)
柴
原
泰
嶺
住
職
。

円
)
の
収
入
が
あ
っ
た
者
に
て
寄
進
。
庫
裏
・

一
五
(
一
八
八
二
)
観
音
堂
修
復
及
び
屋
根
替
え
。

本
堂
裏
側
の
廊
下
・
便
所
・
棺
置
場
等
修

二
二
(
一
八
八
九
)
豁
堂
宗
達
住
職
。

理
。
隠
寮
(
別
院
)
の
建
築
。

三
一
(
一
八
九
六
)
柴
原
泰
嶺
和
尚
遷
化
八
十
六

歲
。

四
九
(
一
九
七
四
)

庫
裏
の
居
間
・
応
接
間
・
台
所
改
築
、
円
応

ク
三
八
(
一
九
〇

五
)
養
道
玄
育
住
職
。

明
教
副
住
職
。

四
〇
(
一
九
〇

七
)
恩
山
式
。

ク
五
三

(
一
九
七
八
)

庫
裏
本
堂
畳
替
え
。
円
応
明
教
恩
山
式
。
瓊

昭
和
一
六
(
一
九
四
一
)
養
道
玄
育
和
尚
遷
化
。

山
玄
教
隠
居
。

ク
一
七
(
一
九
四
二
)
瓊
山
玄
教
住

職
。

ク
五
七
(
一
九
八
二
)

庫
裏
・
本
堂
・
観
音
堂
屋
根
改
修
(
銅

板
) 。

t

a

w

二
六
(
一
九
五

一
)

鉢
・
大
鼓
質
入
れ
本
山
寄
付
金

へ
。

法
系

開
山
絶
学
祖
能
禅
師―

悟
渓

宗
頓―

伝
法
初
祖
完
領
智
徹 ‒̶

桃
雲
楚
隆
― ‒
保
山
智
秀
―
恐
山
智
諶
‒
柴
原
泰
嶺 ― ‒

豁
堂
宗
達 ‒̶

養
道
玄

育
― ‒

瓊
山
玄
教
|

円
応
明
教

法
係

閑
公
書
記
禅
師
‒̶
一
応
祖
円

w
w
.

w学
能
来
林
―
天
桂
昌
公
黙默
岩
説
公‒

覚
翁
了
迪‒

完
領
智
徹
̶

桃
雲
楚
隆
̶
保
山
智
秀
‒
恐
山
智
諶

‒―
柴

原
泰
領― ‒

豁
堂
宗
達
|

養
道
玄
育
|
瓊
山
玄
教
|
円
応
明
教

主
な
行

事

一
月

厄
除
け
大
般
若
会
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二
月
十
五
日

涅
槃
会

四
月
十
八
日

観
音
堂
大
般
若
会

五
月

八
日

花
祭
(
一
か
月
お
く

れ
)

十
月

五
日

達
磨
忌

主
な
行

事
の
中
で
、
四
月
の
観
音
堂
の
大
般
若
会
は
、
か
つ
て
は
、
秩
父
三
十
四
体
。
西
国
阪
東
三
十
三

体
。
十
一
面
観
音
一
体
合
わ

せ
て
百
一
体
の
御
開
帳
の
中
、
縁
寺
の
十
余
人
の
僧
侶
が
大
般
若
経
を
転
読
、

古
関
や
久
那
土
な
ど
河
内
方
面
、

猪
頭
や
人
穴
な
ど
駿
州

方
面
、

郡
内
は
内
野
・
山
中
・
都
留
方
面
か
ら

も
、
こ
の
大
般
若
会
に
参
詣
人
が
集
ま
り
、
役
所
黙
認
の
賭
博
場
が
沿
道
の
あ
ち
こ
ち
で

開
か
れ
た
と
い
う
。
こ
の
祭
り
の
に
ぎ
わ
い
を
き
い
た
六
郷
町
津
向
の
絵
師
・
氷
堂
も
来
村
し
て
長
期
滞
在
「
千
匹
馬
」
を
完
成
さ
せ
た

と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

参
考
文
献
『
甲
斐
国
志
』
・
『
甲
斐
国
社
記
・
寺
記
』
・
『
ム
報
な
る
さ
わ
』
『
正
法
山
妙
心
禅
寺
宗
派
圖
(
東
海
派
下
)
』
・
そ
の
他

(
弦

間
耕

一
)


	鳴沢村誌第二巻目次
	第七編　交通・運輸・通信
	第一章　道路
	第一節　国道・県道・村道
	第二節　有料道路・東海自然歩道

	第二章　運輸機関
	第一節　伝馬から運輸会社へ
	第二節　幻の甲信鉄道と富士山麓電鉄
	第三節　馬車鉄道
	第四節　自動車による運輸

	第三章　通信
	第一節　通信の発達
	第二節　電信・電話


	第八編　教育と文化
	第一章　学校教育
	第一節　学制以前の教育
	第二節　明治期の学校と教育
	第三節　大正・昭和前期の学校と教育
	第四節　昭和後期の学校と教育
	第五節　学校教育の現状

	第二章　教育委員会
	第三章　社会教育
	第一節　戦前の社会教育
	第二節　戦後の社会教育

	第四章　史跡と文化財
	第一節　特別名勝（国指定文化財）
	第二節　特別天然記念物
	第三節　天然記念物
	第四節　村指定文化財（有形文化財）
	第五節　有形民俗文化財
	第六節　無形民俗文化財
	第七節　その他の文化財（有形文化財）

	第五章　文芸美術
	第一節　文芸
	第二節　美術・工芸
	第三節　鳴沢村文化協会


	第九編　福利と厚生
	第一章　保健衛生
	第一節　保健施策の変遷
	第二節　環境衛生と公害
	第三節　保健衛生施設・統計
	第四節　生活用水
	第五節　鳴沢村の水
	第六節　国民健康保険

	第二章　社会福祉
	第一節　民生事業
	第二節　児童福祉
	第三節　母子福祉
	第四節　老人福祉
	第五節　社会奉仕
	第六節　国民年金
	第七節　福祉関係の団体


	第十編　治安と消防
	第一章　治安
	第一節　警察制度の変遷
	第二節　駐在所の沿革
	第三節　警察協力団体

	第二章　消防・防災
	第一節　本村の主な火災
	第二節　消防団の沿革
	第三節　消防団の現勢
	第四節　風水害
	第五節　地震対策
	第六節　防災無線


	第十一編　宗教
	第一章　神社
	第一節　神社の由来と変遷
	第二節　村内の神社

	第二章　寺院
	第一節　寺院の変遷と概況
	第二節　村内の寺院


	第十二編　生活と文化
	第一章　苗字・家紋・屋号
	第一節　苗字
	第二節　家紋
	第三節　屋号

	第二章　衣・食・住
	第一節　衣生活
	第二節　食生活
	第三節　住居

	第三章　一生の儀礼
	第一節　婚姻
	第二節　産育
	第三節　葬送

	第四章　文化生活
	第一節　新聞・ラジオ・テレビ
	第二節　家庭用品
	第三節　旅行とレジャー

	第五章　民俗芸能
	第一節　鳴沢神楽
	第二節　獅子神楽

	第三節　地芝居（じしばい）
	第四節　俗信
	第五節　口承文芸
	第六節　方言
	第七節　民謡
	第八節　わらべ唄

	第六章　民俗生活
	第一節　年中行事
	第二節　民間信仰

	第七章　趣味・娯楽
	第一節　趣味・娯楽の態様
	第二節　狩猟・刀剣
	第三節　娯楽（芝居）



	鳴沢村住民氏名一覧
	鳴沢村誌編纂（執筆）
 委員名簿
	あとがき



